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れる。即ち、任意の時刻 t の観測値 x ( t )は、 






















1. 患者年齢分布：毎年約 25 万人の発症の報告があり、ここから小児を中心に約 120～150
万人が発症していると見積もられているが、ここ２～３年患者数がやや減少している。
2010 年以降、 ０－4 歳児の患者数の割合が減少傾向にあり、2009 年には 78％であっ
たが、2011 年には 75％とわずかに減少している。これに伴って、５－９歳児の患者数






























（２）Q1 値・Q2 値と相対湿度・雨量との関係：Q1 値および Q2値とも、雨量と有意な
相関（それぞれ ρ=0.438[P=0.002]と ρ=-0.358[P=0.014] ）が観測されたが、これらの相








































   WHO の SAGE（The Strategic Advisory Group of Expert）は、気象要因および他の各国
に特有の要因が、水痘発生の決定要素であることを指摘した。我々の時系列解析の方
法が、本邦はもとより水痘ワクチンの予防接種が実施されていない国においても、水
痘データと気象をはじめとする水痘流行要因の関連を評価するために、今後貢献する
ことが期待される。 
 
 
